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基づく擬似データ～
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総務省統計局 田中 雅行

平成２９年１１月１７日
研究集会発表資料

＜はじめに＞

統計センターでは、統計局との共同研究として、一般用
ミクロデータの作成方法に関する研究を行い、平成29年度
は分類項目（カテゴリー変数）版データについて研究を
行った。

この度、この方法を用いた試作データを作成したので、
その概要について報告する。
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＜作成概要＞

① 公表済みの統計表から分類項目の内訳となるデータ
を抽出し、内訳に含まれないデータは、総数と内訳の
計との差からデータを補う。

② ①で作成したデータを母集団情報として、標本を等
間隔に抽出する系統抽出と同様の方法により標本デー
タを作成する。

③ ②で作成した標本データの抽出ウェイトを、基の公
表結果表をベンチマーク人口として比推定補正を行い、
擬似データを作成する。
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＜作成概要＞

特徴
①安定性 （乱数不要）
②再現性 （誰でも作成可能）
③誤差の低減 （比推定補正）
④任意の抽出率 （０～100％以上）

この方法で作成することにより、集計した結果が公表結
果表と同様の分布特性が得られる。

今回の試作データは、平成19年就業構造基本調査の公表
済み結果表を用いて、抽出率500分の１相当のデータとし
て作成している。
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作成手順

１．使用データ

２．収録項目

３．年齢階級の区分統一

４．複数次元変換

５．系統抽出

６．比推定補正

７．データ結合
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１．使用データ
試作データの作成にあたっては、有業者と無業者につ
いて基データとして平成19年就業構造基本調査都道府県
編から第１表と第７表の２種類の結果表を使用している。

(1) 無業者
第１表
男女，就業状態，就業希望意識・就業希望の有無，
求職活動の有無，配偶関係，年齢別15歳以上人口

(2) 有業者
第７表
男女，産業，従業上の地位，雇用形態，起業の有無，
年齢別有業者数
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２．収録項目
試作データの収録項目は、共通項目６項目＋無業者３
項目＋有業者３項目の合計１２項目となっている。

(1) 共通項目（６項目）
都道府県、市部、政令市、男女、年齢（５歳階級）、
就業状態

(2) 無業者（３項目）
配偶関係、就業希望の有無、求職活動の有無

(3) 有業者（３項目）
雇用形態、従業上の地位、産業
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３．年齢階級の区分統一
有業者と無業者の結果表において年齢階級75歳以上の
区分が異なるため、無業者については75歳以上の内訳を
合計することで１区分に統一している。

年齢５歳階級
15～19歳、20～24歳、25～29歳、30～34歳、
35～39歳、40～44歳、45～49歳、50～54歳、
55～59歳、60～64歳、65～69歳、70～74歳、
75歳以上（75～79歳＋80～84歳＋85歳以上）
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４．複数次元変換
公表結果表を母集団情報として利用するために、公表
結果表から分類項目ごとの総数の度数情報を除去するこ
とで分類項目の内訳のみの表を作成し、度数表内訳のセ
ルデータに加工する。

また、地域及び就業状態等について１つの項目に複数の
分類が含まれる(1)複合項目となっているため、これを(2)
単項目複数次元に変換している。
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(1) 複合項目
（１つの項目に内訳となる分類が含まれている。）

①地域
都道府県
市部か否か（市部＊＋市部以外）
＊政令市か否か（政令市＋政令市以外の市）

②就業状態等（無業者）
就業希望の有無（就業希望者＊＋非就業希望者）
＊求職活動の有無（求職者＋非求職者）

③就業状態等（有業者）
雇用形態（雇用者＊＋雇用者以外）
＊従業上の地位（正規＋非正規）
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(2) 単項目複数次元
（複数の分類を含む複合項目を単項目複数次元に変換。）

①地域
都道府県×市部×政令市

②就業状態等（無業者）
就業希望の有無×求職活動の有無

③就業状態等（有業者）
雇用形態×従業上の地位
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例）都道府県の分類変換のイメージ

変換前（統計表）

変換後（データ）
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地域コード 地域名 度数（人口）

01000 北海道 10,000
01001 北海道市部 8,000
01100 札幌市 5,000

地域コード
（都道府県 市部 市）

地域名 度数（人口）

01 001 100 北海道 市部 札幌市 5,000
01 001 北海道 市部（札幌市以外） 3,000 (8,000 － 5,000)

01 北海道（市部以外） 2,000 (10,000 - 8,000)
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例）無業者の分類変換のイメージ

変換前（統計表）

変換後（データ）
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分類コード 就業状態 度数（人口）

011 無業者 10,000
015 就業希望者 6,000
016 求職者 3,000
017 非求職者 2,000
018 非就業希望者 3,000

分類コード
（就業状態 希望 求職）

就業状態等 度数（人口）

011 015 016 無業者 就業希望者 求職者 3,000
011 015 017 無業者 就業希望者 非求職者 2,000
011 015 無業者 就業希望者（その他） 1,000 (6,000 - 5,000)
011 018 無業者 非就業希望者 3,000
011 無業者（その他） 1,000 (10,000 - 9,000)

例）有業者の分類変換のイメージ

変換前（統計表）

変換後（データ）
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分類コード 就業状態 度数（人口）

001 有業者 6,000
007 雇用者 5,000
042 正規就業者 3,000
043 非正規就業者 1,000

分類コード
（就業状態 雇用 正規）

就業状態等 度数（人口）

001 007 042 有業者 雇用者 正規就業者 3,000
001 007 043 有業者 雇用者 非正規就業者 1,000
001 007 有業者 雇用者（その他） 1,000 (5,000 - 4,000)
001 有業者（雇用者以外） 1,000 (6,000 - 5,000)
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５．系統抽出

系統抽出と同様の方法で抽出率500分の１相当の標本
データを作成する。

(1)公表結果表を加工して得られた内訳情報のセルデー
タを度数の大きさ順にソート

(2)累積度数を計算した上で500の倍数を超えるごとに
その分類項目と同じ属性のレコード１件を出力
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C1 C2 C3 C4 C5 C6 C7 C8 C9 C10 度数 累積 /500 標本

47 001 002 204 011 015 017 003 300 300 0.6 
47 001 002 205 011 018 003 300 600 1.2 1
47 001 002 206 011 015 016 001 300 900 1.8 
47 001 002 206 011 015 017 003 300 1200 2.4 2
47 001 002 206 011 018 001 300 1500 3.0 3
47 001 002 209 011 015 016 003 300 1800 3.6 
47 001 002 210 011 015 016 001 300 2100 4.2 4
47 001 002 211 011 015 016 002 300 2400 4.8 
47 001 002 301 011 018 001 300 2700 5.4 5
47 001 002 301 011 018 001 300 3000 6.0 6
01 001 208 011 018 003 400 3400 6.8 
01 001 209 011 018 003 400 3800 7.6 7
01 002 202 011 015 016 001 400 4200 8.4 8
01 002 204 011 015 016 001 400 4600 9.2 9
01 002 205 011 018 001 400 5000 10.0 10
01 002 210 011 015 017 001 400 5400 10.8 
01 001 001 203 011 018 002 400 5800 11.6 11
01 001 001 206 011 015 017 001 400 6200 12.4 12
01 001 001 206 011 018 001 400 6600 13.2 13
01 001 001 206 011 018 003 400 7000 14.0 14

例）系統抽出（累積度数が500の倍数を超えるごとに標本を抽出）
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例）系統抽出

標本データ

注）実際の作成では、500の累積度数を率に換算し、結果表から累積度数の
率を照合する方法で標本データを選定している。

C1 C2 C3 C4 C5 C6 C7 C8 C9 C10 Weight
47 001 002 205 011 018 003 500
47 001 002 206 011 015 017 003 500
47 001 002 206 011 018 001 500
47 001 002 210 011 015 016 001 500
47 001 002 301 011 018 001 500
47 001 002 301 011 018 001 500
01 001 209 011 018 003 500
01 002 202 011 015 016 001 500
01 002 204 011 015 016 001 500
01 002 205 011 018 001 500
01 001 001 203 011 018 002 500
01 001 001 206 011 015 017 001 500
01 001 001 206 011 018 001 500
01 001 001 206 011 018 003 500

６．比推定補正

抽出作成した標本データについて、

都道府県×性別×年齢×就業状態（有業＋無業）

の人口を集計し、公表結果表の人口をベンチマーク人口
として比推定乗率を計算する。

標本データの抽出率の逆数をウェイトとして比推定乗率
を乗じた値を復元ウェイトとすることで標本データの比
推定補正を行う。

18



10

７．データ結合

有業者及び無業者について別々に作成した標本デー
タのフィールド名を統一し、１つのデータに結合する
ことで15歳以上人口の就業状態を反映した擬似データ
を作成している。
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８．今後の予定

・相関係数等の検証

・試験提供（利用者からの意見取集）

・本格提供

９．課題

・収録項目の検討（基データ等を工夫）

・大規模データの検討
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＜試作データのイメージ＞


